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(57)【要約】
【課題】記録媒体の搬送量の制御の複雑化、およびスル
ープットの低下を招くことなく、順方向と逆方向の記録
走査により高品位の画像を記録することができるインク
ジェット記録装置およびインクジェット記録方法を提供
すること。
【解決手段】順方向（Ｘ１）の走査時は奇数ノズル（Ｎ
ｏ）からインクを吐出し、逆方向（Ｘ２）の走査時は偶
数ノズル（Ｎｅ）からインクを吐出する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクを吐出可能な複数のノズルが配列されたノズル列を有する記録ヘッドを記録媒体
に対して順方向と逆方向とに走査させて画像を記録するインクジェット記録装置において
、
　前記順方向の走査において、前記ノズル列の一端から奇数番目のノズルと偶数番目のノ
ズルの内の一方からインクを吐出させ、かつ前記逆方向の走査において、前記奇数番目の
ノズルと前記偶数番目のノズルの内の他方からインクを吐出させる制御部を備える
　ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記奇数番目のノズルおよび前記偶数番目のノズルのインクの吐出方向は、前記順方向
または前記逆方向において異なり、
　前記奇数番目のノズルおよび偶数番目のノズルから吐出されるインクは、前記記録媒体
上に主ドットを形成する主滴と、前記記録媒体上にサテライトを形成する小滴と、を含む
　ことを特徴とする請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記奇数番目のノズルによって形成される前記主ドットと前記サテライトとの位置関係
は、前記順方向の走査時と前記逆方向の走査時とにおいて異なり、
　前記偶数番目のノズルによって形成される前記主ドットと前記サテライトとの位置関係
は、前記順方向の走査時と前記逆方向の走査時とにおいて異なる
　ことを特徴とする請求項２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記奇数番目のノズルによって形成される前記主ドットと前記サテライ
トとの位置関係と、前記偶数番目のノズルによって形成される前記主ドットと前記サテラ
イトとの位置関係と、を近づけるように、前記走査方向に応じて前記奇数番目のノズルま
たは前記偶数番目のノズルからインクを吐出させることを特徴とする請求項３に記載のイ
ンクジェット記録装置。
【請求項５】
　前記主ドットと前記サテライトとの位置関係は、前記順方向または前記逆方向における
前記主ドットと前記サテライトの間隔を含むことを特徴とする請求項３または４に記載の
インクジェット記録装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記記録媒体上の所定領域に対して前記記録ヘッドを奇数回走査させて
記録を行うとき、前記順方向および前記逆方向の走査において前記奇数番目のノズルと前
記偶数番目のノズルの両方からインクを吐出させることを特徴とする請求項１から５のい
ずれかに記載のインクジェット記録装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記記録媒体上の所定領域に対するインクの吐出数が所定数を越えると
き、当該所定領域の前記順方向および前記逆方向の走査において前記奇数番目のノズルと
前記偶数番目のノズルの両方からインクを吐出させることを特徴とする請求項１から６の
いずれかに記載のインクジェット記録装置。
【請求項８】
　前記奇数番目のノズルと前記偶数番目のノズルは、前記ノズルの配列方向に沿って交互
に同一ピッチで配列されることを特徴とする請求項１から７のいずれかに記載のインクジ
ェット記録装置。
【請求項９】
　前記奇数番目のノズルと前記偶数番目のノズルは、奇数ノズル列上と偶数ノズル列上と
に分けて配列されることを特徴とする請求項１から８のいずれかに記載のインクジェット
記録装置。
【請求項１０】
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　前記奇数番目のノズルと前記偶数番目のノズルは、インクの吐出量が異なることを特徴
とする請求項１から９のいずれかに記載のインクジェット記録装置。
【請求項１１】
　インクを吐出可能な複数のノズルが配列されたノズル列を有する記録ヘッドを順方向と
逆方向とに走査させて、画像を記録するインクジェット記録方法において、
　前記順方向の走査において、前記ノズル列の一端から奇数番目のノズルと前記偶数番目
のノズルの内の一方からインクを吐出させ、
　前記逆方向の走査において、前記奇数番目のノズルと前記偶数番目のノズルの内の他方
からインクを吐出させる
　ことを特徴とするインクジェット記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクを吐出可能な記録ヘッドの往復走査を伴って画像を記録するインクジ
ェット記録装置およびインクジェット記録方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、コンピュータにて作成された画像やデジタルカメラなどの撮像装置により撮像さ
れた画像の出力装置として、記録ヘッドのノズルから記録媒体上へインクを吐出すること
により記録を行うインクジェット記録装置が広く用いられている。このインクジェット記
録装置は、小型かつ安価な構成によって銀塩写真に匹敵する高品位な画像の形成が可能で
ある。現在では、銀塩写真と同様に、記録媒体の端部に余白を設けず、記録媒体全面に画
像を記録することができる記録装置も実現されている。
【０００３】
　このようなインクジェット記録装置においては、記録速度向上のために、複数の記録素
子を集積配列してなる記録ヘッド（以下、「マルチヘッド」ともいう）として、インク吐
出口および液路を複数集積したものが用いられる。さらに、カラー画像を記録可能なイン
クジェット記録装置は、このようなマルチヘッドを複数用いることが一般的である。
【０００４】
　いわゆるシリアルスキャンタイプのインクジェット記録装置においては、このような記
録ヘッドの主走査方向の記録走査と、その主走査方向と交差する副走査方向における記録
媒体の搬送動作と、を繰り返すことにより、記録媒体上に順次画像が記録される。通常、
記録ヘッドは、主走査方向に沿って往復移動可能なキャリッジ上に搭載され、記録走査時
には、キャリッジと共に主走査方向に移動しつつインクを吐出する。画像の記録方式には
、記録ヘッドの一方向の移動時にのみの記録走査を行なう片方向記録方式と、記録ヘッド
の一方向の移動時および他方向の移動時の記録走査を行なう双方向記録方式と、がある。
【０００５】
　記録ヘッドのインク吐出口から吐出されるインク滴は、主滴と、その主滴から分離した
小滴と、を含む。主滴および小滴は、記録媒体上に着弾することにより大きなドットおよ
び小さなドットを形成する。この小さなドットは「サテライト」とも称されている。この
サテライトを形成する小滴は、主滴と同時に吐出される。すなわちインクの吐出時に、主
滴と、インク吐出口におけるインクのメニスカスの液面と、の間の張力によって、主滴の
後側に尾の部分が生じ、その尾の部分が表面張力によって球形状になろうとして分離した
ものが小滴である。このように小滴は、インク吐出口におけるインクのメニスカスから引
き離される際の表面張力によって、吐出方向の後方の作用を受けるため、主滴よりも吐出
速度が遅い。
【０００６】
　また、記録媒体の記録面と、インク吐出口が形成される開口面（吐出口形成面）と、が
平行である場合、吐出速度が異なる主滴と小滴の着弾位置の関係は、開口面が均一である
限り一定である。そのため、著しい昇温がある場合などを除いて、双方向記録方式におい
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ても記録画像の品位に変化は生じにくい。
【０００７】
　しかし、開口面に対してインク吐出口が傾いて開口している場合には、そのインク吐出
口の周縁部の開口面に対するインクの親和力に部分的な差が生じて、小滴の吐出方向が変
化することがある。
【０００８】
　図６（ａ）および（ｂ）は、記録ヘッドＨにおけるインク吐出口の列（以下、「ノズル
列」ともいう）の異なる形成例の説明図である。これらの図において、Ｎｏは、ノズル列
の一端から奇数番目（Ｎ１，Ｎ３，・・・）のインク吐出口（以下、「奇数ノズル」とも
いう）、Ｎｅは、ノズル列の一端から偶数番目（Ｎ２，Ｎ４，・・・）のインク吐出口（
以下、「偶数ノズル」ともいう）である。図６（ａ）の記録ヘッドＨにおいては、奇数ノ
ズルＮｏと偶数ノズルＮｅが１つのノズル列上に等間隔に形成されている。一方、図６（
ｂ）の記録ヘッドＨにおいては、奇数ノズルＮｏが奇数ノズル列Ｌｏ上に等間隔（ピッチ
Ｐ）に形成され、偶数ノズルＮｅが偶数ノズル列Ｌｅ上に等間隔（ピッチＰ）に形成され
ており、それらのノズルＮｏ，Ｌｅは半ピッチ（Ｐ／２）ずれている。
【０００９】
　このような記録ヘッドＨにおいて、奇数ノズルＮｏが主走査方向における一方側に傾い
て開口し、偶数ノズルＮｏが主走査方向における他方側に傾いて開口した場合には、下記
のように、走査方向に応じて、主滴と小滴の着弾位置の関係にずれが生じることがある。
【００１０】
　図７（ａ），（ｂ）は、図６（ｂ）の記録ヘッドＨから吐出される主滴と小滴の着弾位
置の説明図である。偶数ノズルＮｅから吐出される主滴と小滴によって、記録媒体Ｐ上に
主トットＤ１とサテライトＤ２が形成され、奇数ノズルＮｏから吐出される主滴と滴によ
って、記録媒体Ｐ上に主トッドＤ’１とサテライトＤ’２が形成される。本例の場合、偶
数ノズルＮｅは、主走査方向における順方向Ｘ１側に傾いて開口し、奇数ノズルＮｏは、
主走査方向における逆方向Ｘ２側に傾いて形成されている。
【００１１】
　図７（ａ）は、順方向Ｘ１に記録走査した場合の説明図であり、図７（ｂ）は、逆方向
Ｘ２に記録走査した場合の説明図である。これらの図において、ＶＤ１は主ドットＤ１を
形成する主滴の吐出速度、ＶＤ’１は主ドットＤ’１を形成する主滴の吐出速度、ＶＤ２
はサテライトＤ２を形成する小滴の吐出速度、ＶＤ’２はサテライトＤ’２を形成する小
滴の吐出速度である。小滴の吐出速度ＶＤ２およびＶＤ’２は、主滴の吐出速度ＶＤ１お
よびＶＤ’１よりも小さい。また小滴は、記録ヘッドＨの開口面（吐出口形成面）Ｈ１に
おけるインクの親和力の影響によって、主滴に対して吐出方向がずれる。
【００１２】
　主滴Ｄ１，Ｄ’１および小滴Ｄ２，Ｄ’２の吐出は、記録ヘッドＨの移動中に行われる
ため、それらの吐出速度には、記録ヘッドＨと共に移動するキャリッジの移動速度が加算
される。そのため、キャリッジの移動方向とインク滴の吐出方向（吐出口の傾き方向）と
が同じ方向のときには、図７（ａ）中の主ドットＤ’１とサテライトＤ’２、および図７
（ｂ）中の主ドットＤ１とサテライトＤ２を形成するように、主滴と小滴の着弾位置がず
れる。つまり、主滴の着弾位置に対して、小滴の着弾位置がキャリッジの移動方向にずれ
る。一方、キャリッジの移動方向とインク滴の吐出方向とが逆の方向のときには、図７（
ａ）中の主ドットＤ１とサテライトＤ２、および図７（ｂ）中の主ドットＤ’１とサテラ
イトＤ’２を形成するように、主滴と小滴がほぼ同じ位置に着弾する。
【００１３】
　このように走査方向に応じて主滴と小滴の着弾位置の関係が変化することにより、双方
向記録方式を採用した場合には、記録画像の品位が損なわれるおそれがある。
【００１４】
　特許文献１には、全てのインク吐出口が同じ方向に傾いている記録ヘッドを用いる場合
に、そのような主滴と小滴の着弾位置の関係の変化を抑えるために、インク吐出口の傾き
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に応じて、準方向と逆方向における記録走査の速度を変更する構成が記載されている。ま
た特許文献２には、記録媒体上の所定の記録領域を複数回の走査によって記録するマルチ
パス記録方式において、図７（ａ），（ｂ）のような準方向と逆方向の記録走査を繰り返
す場合の構成が記載されている。この特許文献２の場合には、それぞれの記録走査の間に
おける記録媒体の搬送量を変更することにより、主滴と小滴の着弾位置の関係の変化に拘
らず、視覚的に良好な画像を記録することができる。
【００１５】
【特許文献１】特開平８－５８０８３公報
【特許文献２】特開２００６－１６８３７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　しかしながら、特許文献１に記載の構成は、インク吐出口の傾き（インクの吐出方向の
傾き）に応じて、順方向と逆方向における記録走査の速度を変更するため、スループット
の低下を招くおそれがある。また、特許文献２に記載の構成は、それぞれの記録走査の間
における記録媒体の搬送量を変更するため、記録媒体の搬送制御が複雑になるおそれがあ
る。
【００１７】
　本発明の目的は、記録媒体の搬送量の制御の複雑化、およびスループットの低下を招く
ことなく、順方向と逆方向の記録走査により高品位の画像を記録することができるインク
ジェット記録装置およびインクジェット記録方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明のインクジェット記録装置は、インクを吐出可能な複数のノズルが配列されたノ
ズル列を有する記録ヘッドを記録媒体に対して順方向と逆方向とに走査させて画像を記録
するインクジェット記録装置において、前記順方向の走査において、前記ノズル列の一端
から奇数番目のノズルと偶数番目のノズルの内の一方からインクを吐出させ、かつ前記逆
方向の走査において、前記奇数番目のノズルと前記偶数番目のノズルの内の他方からイン
クを吐出させる制御部を備えることを特徴とする。
【００１９】
　本発明のインクジェット記録方法は、インクを吐出可能な複数のノズルが配列されたノ
ズル列を有する記録ヘッドを順方向と逆方向とに走査させて、画像を記録するインクジェ
ット記録方法において、前記順方向の走査において、前記ノズル列の一端から奇数番目の
ノズルと前記偶数番目のノズルの内の一方からインクを吐出させ、前記逆方向の走査にお
いて、前記奇数番目のノズルと前記偶数番目のノズルの内の他方からインクを吐出させる
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、いわゆるマルチパス記録方式において、記録ヘッドの走査方向に応じ
て奇数ノズルと偶数ノズルを選択的に用いることにより、記録媒体の搬送量の制御の複雑
化、およびスループットの低下を招くことなく、高品位の画像を記録することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下に、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
（第１の実施形態）
　図１は、本発明を適用可能なインクジェット記録ヘッドの要部の斜視図である。
【００２２】
　１１０１は４つのインクジェットカートリッジであり、これらは、ブラック、シアン、
マゼンタおよびイエローの４色のカラーインクがそれぞれ貯留されたインクタンクと、そ
れらのインクに対応した記録ヘッド（マルチヘッド）１１０２と、より構成されている。
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【００２３】
　記録ヘッド１１０２は、図２のように、ブラックインク用の記録ヘッド７０１と、シア
ンインク用の記録ヘッド７０２と、マゼンタインク用の記録ヘッド７０３と、イエローイ
ンク用の記録ヘッド７０４と、を含む。これらの記録ヘッドには、インク吐出口、それに
連通するインク流路、そのインク流路に備わる後述の吐出エネルギー発生素子などによっ
て、ノズルが構成されている。
【００２４】
　図２において、Ｎｏは、奇数番目（Ｎ１，Ｎ３，・・・）のインク吐出口（以下、「奇
数ノズル」ともいう）、Ｎｅは、偶数番目（Ｎ２，Ｎ４，・・・）のインク吐出口（以下
、「偶数ノズル」ともいう）である。つまり、ノズルの配列方向に沿って付された連続番
号の奇数番目に当るノズルが奇数ノズルであり、その連続番号の偶数番目に当るノズルが
偶数ノズルである。
【００２５】
　本例の記録ヘッドにおいては、前述した図６（ｂ）と同様に、奇数ノズルＮｏと偶数ノ
ズルＮｅが形成されている。すなわち、奇数ノズルＮｏは奇数ノズル列Ｌｏ上に等間隔（
ピッチＰ）に形成され、偶数ノズルＮｅは偶数ノズル列Ｌｅ上に等間隔（ピッチＰ）に形
成されており、それらのノズルＮｏ，Ｌｅは半ピッチ（Ｐ／２）ずれている。つまり、奇
数ノズルＮｏと偶数ノズルＮｅは、ノズルの配列方向に沿って交互に同一ピッチで配列さ
れ、かつ奇数ノズル列上と偶数ノズル列上とに分けて配列されている。ノズル列Ｌｏ，Ｌ
ｅのそれぞれには、ｄ個のノズルが形成されており、記録ヘッドの長さはｄ／Ｄとなる。
記録ヘッドは他の構成であってもよく、例えば、図６（ａ）のような構成であってもよい
。
【００２６】
　本例の場合、それぞれの記録ヘッドにおけるノズルＮｏ，Ｎｅは、それぞれ１インチあ
たりＤ＝３００個の密度（３００ｄｐｉ）で配列されており、ノズルの間隔（ノズルピッ
チ）Ｐは、Ｐ＝１／Ｄ＝１／３００インチ≒８４．７μｍである。また、ノズル列Ｌｏ，
Ｌｅのそれぞれに形成されるノズルの数ｄは３２個（３２ノズル）であり、記録ヘッドの
長さｄ／Ｄは、３２／３００インチ（≒２．７１ｍｍ）である。副走査方向におけるノズ
ルＮｏ，Ｎｅのずれ量Ｐ／２は、１／６００インチである。したがって、それぞれの記録
ヘッドには、実質的に、１インチ当たり６００個の密度（６００ｄｐｉ）で６４ノズルが
形成されている。記録ヘッド７０１，７０２，７０３，７０４は同様に構成されており、
図２のように主走査方向に並ぶ。
【００２７】
　図１において、１１０３は紙送りローラであり、補助ローラ１１０４と共に記録媒体Ｐ
を挾持しつつ矢印方向に回転することにより、記録媒体Ｐを矢印Ｙの副走査方向に搬送す
る。１１０５は一対の給紙ローラであり、記録媒体Ｐを給紙する。一対のローラ１１０５
は、ローラ１１０３，１１０４と同様に、記録媒体Ｐを挾持しつつ回転する。ローラ１１
０５の回転速度を紙送りローラ１１０３よりも遅くすることにより、記録媒体Ｐに張力を
掛けることができる。１１０６はキャリッジであり、４つのインクジェットカートリッジ
１１０１を搭載して、矢印Ｙの主走査方向に往復移動する。主走査方向と副走査方向は、
互いに交差（本例の場合は直交）する。キャリッジ１１０６は、記録を行っていないとき
、あるいはマルチヘッド１１０２の回復処理などを行うときに、図中破線のホームポジシ
ョンｈに待機する。
【００２８】
　記録開始前にホームポジションｈにあるキャリッジ１１０６は、記録開始命令により、
インクジェットカートリッジヘッド１１０１と共に主走査方向に移動しながら、記録ヘッ
ドからノズルからインクを吐出する。このような記録走査と、記録媒体Ｐの副走査方向へ
の搬送動作と、を繰り返すことにより、記録媒体Ｐ上に順次画像を記録する。
【００２９】
　所定領域の画像を１回の走査によって記録する１パス記録モードの場合には、１回の記
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録走査毎に、１インチ当たりＤ個の密度で配列されたｄ個のノズルによってｄ／Ｄインチ
の幅の記録を行う。このような記録走査の間に、紙送りローラ１１０３が矢印方向に回転
することにより、記録媒体Ｐをｄ／Ｄインチだけ副走査方向に搬送する。このように、１
パス記録モードにおいては、１主走査毎にｄ／Ｄインチの幅の記録（記録媒体の１インチ
幅をＤ個のノズルを用いて記録）と、記録媒体Ｐのｄ／Ｄインチの搬送（紙送り）と、を
繰り返す。これにより、例えば、記録媒体Ｐの１頁分の記録を完成することができる。
【００３０】
　所定領域の画像を２回の走査によって記録する２パス記録モードの場合には、１回の記
録走査毎に、１インチ当たりＤ個の密度で配列されたｄ個のノズルによってｄ／Ｄインチ
の幅の記録を行う。その際には、所定のパターンに基づいて約半分に間引いた記録データ
に基づいて、ドットを形成する。その後の搬送動作においては、紙送りローラ１１０３が
矢印方向へ回転することにより、記録媒体Ｐをｄ／２Ｄインチの幅だけ副走査方向に搬送
する。このように、２パス記録モードにおいては、１主走査毎にｄ／Ｄインチの幅の記録
（記録媒体の１インチ幅をＤ個のノズルを用いて記録）と、記録媒体Ｐのｄ／２Ｄインチ
の搬送（紙送り）と、を繰り返す。
【００３１】
　所定領域の画像をＭ（≧２）回の走査によって記録するＭパス記録モードにおいては、
記録データが１／Ｍに間引かれて、記録媒体Ｐの搬送量がｄ／ＭＤインチとなる。このよ
うなＭパス記録モードを総称して、マルチパス記録モードともいう。このようなマルチパ
ス記録モードは、カラーの写真画像を高画質に記録する場合に最適である。
【００３２】
　また記録方式には、記録ヘッドの一方向の移動時にのみの記録走査を行なう片方向記録
方式と、記録ヘッドの一方向の移動時および他方向の移動時の記録走査を行なう双方向記
録方式と、がある。
【００３３】
　図３は、図１の記録装置における制御系のブロック構成図である。
【００３４】
　ＣＰＵ（制御部）６００は、メインバスライン６０５を介して、各部の制御およびデー
タ処理を実行する。すなわちＣＰＵ６００は、ＲＯＭ６０１に格納されるプログラムにし
たがって、後述するヘッド駆動制御、キャリッジ駆動制御、およびデータ処理を実行する
。ＲＡＭ６０２は、データ処理等のワークエリアとして用いられる。メモリとしては、そ
の他にハードディスク等を用いることができる。
【００３５】
　画像入力部６０３は、ホスト装置（図示せず）とのインターフェースを有し、ホスト装
置から入力した画像データを一時的に保持する。画像信号処理部６０４は、色変換、二値
化等の外、データ処理を実行する。操作部６０６にはキー等が備えられており、オペレー
タによる制御入力等が可能である。回復系制御回路６０７は、ＲＡＭ６０２に格納される
回復処理プログラムにしたがって、予備吐出等の回復動作を制御する。すなわち、回復系
モータ６０８により、記録ヘッド７０１～７０４と対向する方向に移動可能なクリーニン
グブレード６０９およびキャップ６１０と、吸引ポンプ６１１と、を駆動する。
【００３６】
　ヘッド駆動制御回路６１５は、記録および予備吐出のために、記録ヘッド７０１～７０
４のインク吐出口からインクを吐出させる。例えば、電気熱変換体（ヒータ）やピエゾ素
子などの吐出エネルギー発生素子を用いてインクを吐出する場合には、それらの吐出エネ
ルギー発生素子を駆動制御する。本例においては電気熱変換体が用いられており、その発
熱によってインクを発泡させることにより、その発泡エネルギーを利用して、インク吐出
口からインクを吐出させることができる。キャリッジ駆動制御回路６１６および紙送り制
御回路６１７も同様に、プログラムにしたがって、それぞれキャリッジ１１０６の移動お
よび記録媒体Ｐの搬送（紙送り）を制御する。
【００３７】
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　インク吐出用の電気熱変換体が設けられている記録ヘッドの基板には、保温ヒータが設
けられており、記録ヘッド内のインク温度を所望の温度に調整することができる。サーミ
スタ６１２は、同様に記録ヘッドの基板に設けられており、記録ヘッド内部の実質的なイ
ンク温度を測定する。これらの保温ヒータおよびサーミスタ６１２は、記録ヘッドの外部
に設けてもよく、例えば、記録ヘッドの周囲近傍に設けてもよい。
【００３８】
　本例の場合、記録媒体Ｐを搬送するために紙送りローラを駆動するモータはパルスモー
タであり、その１パルスの分解能は、搬送量に換算して１インチ当たり６００ドット分（
６００ｄｐｉ）である。仮に、ブラックインク用の記録ヘッド７０１のノズル列（約２．
７１ｍｍ）を用いて、副走査方向における解像度が６００ｄｐｉの画像を１パス記録モー
ドによって記録する場合には、その記録幅２．７１ｍｍだけ記録媒体Ｐを副走査方向に搬
送すればよい。
【００３９】
　記録ヘッドにおけるノズルは、１インチ当たりＤ個の密度（Ｄｄｐｉ）、つまりノズル
ピッチＰ（Ｐ＝１／Ｄ）で配列されていればよい。したがって、記録媒体Ｐを搬送するた
めの紙送りローラを駆動するパルスモータの１パルスの分解能は、搬送量に換算して１イ
ンチ当たりＤドット分（Ｄｄｐｉ）、あるいは、その倍数であればよい。
【００４０】
　図４（ａ），（ｂ）は、本実施形態における画像の記録方法を説明するための図である
。
【００４１】
　偶数ノズルＮｅから吐出される主滴と小滴によって、記録媒体Ｐ上に主トットＤ１とサ
テライトＤ２が形成され、奇数ノズルＮｏから吐出される主滴と滴によって、記録媒体Ｐ
上に主トッドＤ’１とサテライトＤ’２が形成される。本例の場合、偶数ノズルＮｅは、
主走査方向における順方向Ｘ１側に傾いて開口し、奇数ノズルＮｏは、主走査方向におけ
る逆方向Ｘ２側に傾いて形成されている。
【００４２】
　図４（ａ）は、順方向Ｘ１に記録走査した場合の説明図であり、図４（ｂ）は、逆方向
Ｘ２に記録走査した場合の説明図である。これらの図において、ＶＤ１は主ドットＤ１を
形成する主滴の吐出速度、ＶＤ’１は主ドットＤ’１を形成する主滴の吐出速度、ＶＤ２
はサテライトＤ２を形成する小滴の吐出速度、ＶＤ’２はサテライトＤ’２を形成する小
滴の吐出速度である。小滴の吐出速度ＶＤ２およびＶＤ’２は、主滴の吐出速度ＶＤ１お
よびＶＤ’１よりも小さい。また小滴は、記録ヘッド７０１（７０２～７０４）の開口面
（吐出口形成面）７０１Ａ（７０２Ａ～７０４Ａ）におけるインクの親和力の影響によっ
て、主滴に対して吐出方向がずれる。
【００４３】
　図４（ａ）のように順方向Ｘ１に記録走査する場合、従来においては、図７（ａ）のよ
うに奇数ノズルＮｏと偶数ノズルＮｅの両方を用いた。しかし、本実施形態においては、
図４（ａ）のように、偶数ノズルＮｅは用いずに、奇数ノズルＮｏのみを用いる。つまり
、主ドットとサテライトとの間の距離が大きくなる偶数ノズルＮｅは用いずに、主ドット
とサテライトとの間の距離が小さくなる奇数ノズルＮｏのみを用いて、順方向Ｘ１に記録
走査する。
【００４４】
　一方、図４（ｂ）のように逆方向Ｘ２に記録走査する場合、従来においては、図７（ｂ
）のように奇数ノズルＮｏと偶数ノズルＮｅの両方を用いた。しかし、本実施形態におい
ては、図４（ｂ）のように、奇数ノズルＮｏは用いずに、偶数ノズルＮｅのみを用いる。
つまり、主ドットとサテライトとの間の距離が大きくなる奇数ノズルＮｏは用いずに、主
ドットとサテライトとの間の距離が小さくなる偶数ノズルＮｅのみを用いて、逆方向Ｘ２
に記録走査する。
【００４５】
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　以上のように、順方向Ｘ１に記録走査する場合には奇数ノズルＮｏを用い、逆方向Ｘ２
に記録走査する場合には偶数ノズルＮｅを用いる。これにより、順方向Ｘ１および逆方向
Ｘ２のいずれの記録走査において、主滴と小滴をほぼ同じ位置に着弾させることが可能に
なり、さらに主ドットとサテライトの位置関係を均一化できるので、良好な画像を記録す
ることができる。
【００４６】
（第２の実施形態）
　本実施形態においても、前述した第１の実施形態と同様の記録装置およびヘッドカート
リッジを使用する。
【００４７】
　図５（ａ），（ｂ）は、図４（ａ），（ｂ）と同様に、主ドットＤ１とサテライトＤ２
との位置関係、および主ドットＤ’１とサテライトＤ’２との位置関係の説明図である。
主ドットＤ１およびサテライトＤ２は、偶数ノズルＮｅから吐出される主滴および小滴に
より形成され、主ドットＤ’１およびサテライトＤ’２は、奇数ノズルＮｏから吐出され
る主滴と小滴により形成される。図５（ａ）は、順方向Ｘ１に記録走査した場合の説明図
であり、図５（ｂ）は、逆方向Ｘ２に記録走査した場合の説明図である。
【００４８】
　本実施形態においては、図５（ａ）のように順方向Ｘ１に記録走査する場合に、前述し
た第１の実施形態の場合とは逆に、奇数ノズルＮｏは用いずに、偶数ノズルＮｅのみを用
いる。つまり、主ドットとサテライトとの間の距離が小さくなる奇数ノズルＮｏは用いず
に、主ドットとサテライトとの間の距離が大きくなる偶数ノズルＮｅのみを用いて、順方
向Ｘ１に記録走査する。
【００４９】
　一方、図５（ｂ）のように逆方向Ｘ２に記録走査する場合、本実施形態においては、前
述した第１の実施形態の場合とは逆に、偶数ノズルＮｅは用いずに、奇数ノズルＮｏのみ
を用いる。つまり、主ドットとサテライトとの間の距離が小さくなる偶数ノズルＮｅは用
いずに、主ドットとサテライトとの間の距離が大きくなる奇数ノズルＮｏのみを用いて、
逆方向Ｘ２に記録走査する。
【００５０】
　以上のように、順方向Ｘ１に記録走査する場合には偶数ノズルＮｅを用い、逆方向Ｘ２
に記録走査する場合には奇数ノズルＮｏを用いる。これにより、順方向Ｘ１および逆方向
Ｘ２のいずれの記録走査においても、主滴と小滴をほぼ同じ距離だけ離して着弾させて、
主ドットとサテライトの位置関係を同様に設定することができる。この結果、主ドットと
サテライトの位置関係を均一化して、良好な画像を記録することができる。
【００５１】
　ただし本実施形態は、マルチパス記録モードのパス数が偶数（偶数回走査）であるとき
にのみ実施することが好ましい。例えば、４パス記録モードのときには、１パス目に順方
向、２パス目に逆方向、３パス目に順方向、４パス目に逆方向の記録走査を行う。これに
より、１パス目と３パス目の２回の記録走査時に、主ドットに対してサテライトが順方向
側にずれて形成され、２パス目と４パス目の２回の記録走査時に、主ドットに対してサテ
ライトが逆方向側にずれて形成される。この結果、主ドットに対してサテライトを均等に
振りまくように形成して、良好な画像を記録することができる。
【００５２】
　仮に、マルチパス記録モードのパス数が奇数（奇数回走査）であるときに、本実施形態
を実施した場合には、不均一な画像が記録されるおそれがある。例えば、３パス記録モー
ドのときに、１パス目に順方向、２パス目に逆方向、３パス目に順方向の記録走査を行っ
た場合を想定する。この場合には、１パス目と３パス目の２回の記録走査時に、主ドット
に対してサテライトが順方向側にずれて形成され、２パス目の１回の記録走査時に、主ド
ットに対してサテライトが逆方向側にずれて形成される。そのため、主ドットに対してサ
テライトを均等に振りまくように形成することができず、不均一な画像が記録されるおそ
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れがある。
【００５３】
　したがって、複数の記録モードが設けられ、各記録モードでマルチパス記録のパス数が
設定されている場合には、ユーザの選択する記録モードにより決定されるパス数に応じて
、奇数ノズルＮｏと偶数ノズルＮｅの使用形態を変更するのが好適である。すなわち、マ
ルチパス記録モードのパス数が偶数である場合には、順方向Ｘ１の記録走査時に偶数ノズ
ルＮｅのみを用い、逆方向Ｘ２の記録走査時に奇数ノズルＮｏのみを用いる。一方、マル
チパス記録モードのパス数が奇数である場合には、順方向Ｘ１と逆方向Ｘ２のそれぞれの
記録走査時に、奇数ノズルＮｏと偶数ノズルＮｅの両方を用いる。これによって、奇数パ
ス時において、不均一な画像として記録され画像品位が悪化するのを抑制可能である。
【００５４】
（他の実施形態）
　上述した実施形態においては、偶数ノズルＮｅのインク吐出方向が順方向Ｘ１に傾き、
奇数ノズルＮｏのインク吐出方向が逆方向Ｘ２に傾いている場合について説明した。それ
らの傾き方向が逆の場合、順方向Ｘ１および逆方向Ｘ２の記録走査時に使用するノズルは
、前述した実施形態とは逆となる。具体的に、前述した第１の実施形態においては、順方
向Ｘ１の記録走査時に奇数ノズルＮｏを用い、逆方向Ｘ２の記録走査時に偶数ノズルＮｅ
を用いた。しかし、ノズルＮｏ，Ｎｅのインク吐出方向が前述した実施形態と逆の場合に
は、順方向Ｘ１の記録走査時に偶数ノズルＮｅを用い、逆方向Ｘ２の記録走査時に奇数ノ
ズルＮｏを用いればよい。
【００５５】
　前述した実施形態においては、所定の画素領域に対する主滴の着弾数に拘わらず、記録
走査の方向に応じて奇数ノズルＮｏと偶数ノズルＮｅの使用形態を設定した。しかし、所
定の画素領域に対する主滴の吐出数（主滴の着弾数）が所定数以下のときにのみ、前述し
た実施形態のように、記録走査の方向に応じてノズルＮｏ，Ｎｅの使用形態を設定しても
よい。その主滴の吐出数が所定数を超えるときには、所定の画素領域が主ドットにより埋
め尽くされて、サテライトによるエリアファクターの影響が小さくなるため、図７の従来
例と同様に、順方向と逆方向の両方の記録走査時にノズルＮｏ，Ｎｅを用いてもよい。所
定の画素領域に対する主滴の吐出数は、単位画素領域毎に対応する記録データに基づいて
判定することができる。
【００５６】
　また、前述した実施形態においては、奇数ノズル列Ｌｏ上の全ての奇数ノズルＮｏのイ
ンク吐出方向が同じ方向に傾き、また偶数ノズル列Ｌｅ上の全ての偶数ノズルＮｅのイン
ク吐出方向が同じ方向に傾いていることを前提としている。しかし、それらの奇数ノズル
Ｎｏのインク吐出方向、および、それらの偶数ノズルＮｅのインク吐出方向のそれぞれが
ばらついている場合にも、本発明は適用可能である。その場合には、インク吐出方向が同
じ方向に揃っている最も多いノズルに応じて、奇数ノズル列Ｌｏと偶数ノズル列Ｌｅにお
けるノズルのインク吐出方向を決定する。例えば、偶数ノズル列Ｌｅ上において、インク
吐出方向が順方向Ｘ１に傾くノズル（偶数ノズルＮｅ）が最も多い場合には、前述した実
施形態と同様に、その偶数ノズル列Ｌｅ上の偶数ノズルＮｅのインク吐出方向は順方向Ｘ
１に傾くものとする。この場合、前述した第２の実施形態では、順方向Ｘ１の記録走査時
に偶数ノズルＮｅを用いればよい。
【００５７】
　また本発明は、奇数ノズルＮｏと偶数ノズルＮｅのインク吐出量（インク滴の大きさに
相当）が異なっている場合に適用することができる。
【００５８】
　いずれにしても本発明は、記録走査毎に、奇数ノズルＮｏと偶数ノズルＮｅを別々に使
うように制御できればよい。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
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【図１】本発明を適用可能なインクジェット記録装置の要部の斜視図である。
【図２】図１のインクジェット記録装置に用いられる記録ヘッドのノズル構成を説明する
ための模式図である。
【図３】図１のインクジェット記録装置における制御系のブロック構成図である。
【図４】（ａ）は、本発明の第１の実施形態において順方向の記録走査時に形成される主
ドットとサテライトの位置関係の説明図であり、（ｂ）は、本発明の第１の実施形態にお
いて逆方向の記録走査時に形成される主ドットとサテライトの位置関係の説明図である。
【図５】（ａ）は、本発明の第２の実施形態において順方向の記録走査時に形成される主
ドットとサテライトの位置関係の説明図であり、（ｂ）は、本発明の第２の実施形態にお
いて逆方向の記録走査時に形成される主ドットとサテライトの位置関係の説明図である。
【図６】（ａ），（ｂ）は、記録ヘッドの異なるノズル構成を説明するための模式図であ
る。
【図７】（ａ）は、従来例において順方向の記録走査時に形成される主ドットとサテライ
トの位置関係の説明図であり、（ｂ）は、従来例において逆方向の記録走査時に形成され
る主ドットとサテライトの位置関係の説明図である。
【符号の説明】
【００６０】
　７０１，７０２，７０３，７０４　　記録ヘッド
　Ｎｏ　　奇数ノズル
　Ｎｅ　　偶数ノズル
　Ｌｏ　　奇数ノズル列
　Ｌｅ　　偶数ノズル列
　Ｐ　　記録媒体
　Ｄ１　　奇数ノズルにより形成される主ドット
　Ｄ２　　奇数ノズルにより形成されるサテライト
　ＶＤ１　奇数ノズルから吐出される主滴の吐出速度
　ＶＤ２　奇数ノズルから吐出される小滴の吐出速度
　Ｄ’１　　偶数ノズルにより形成される主トット
　Ｄ’２　　偶数ノズルにより形成されるサテライト
　ＶＤ’１　　偶数ノズルから吐出される主滴の吐出速度
　ＶＤ’２　　偶数ノズルから吐出される小滴の吐出速度
　Ｖ１，Ｖ２　　走査速度
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